
 

 

 

 

2025年 7月 31日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

 

株式会社バーニッシュカンパニー様と 

「ポジティブインパクトファイナンス」の契約を締結しました 

   

北洋銀行（取締役頭取 津山 博恒）は、株式会社バーニッシュカンパニー様（北海道札幌市、代表取

締役：太田 能弘様）と「ポジティブインパクトファイナンス」（以下、本ファイナンス）の契約を締結しました。 

本ファイナンスは、企業活動が環境・社会・経済にもたらすインパクトを包括的に分析・評価し、ネガティ

ブインパクトの緩和とポジティブインパクトの拡大について目標を設定し、その実現に向けた継続的な対話

や支援を重視することで SDGs 達成に貢献していく金融手法です。当行は、国連環境計画金融イニシア 

チブが提唱するポジティブインパクト金融原則に基づき、「ポジティブインパクトファイナンス評価書」を発行

し、株式会社格付投資情報センター様から第三者評価として「セカンドオピニオン」を取得しています。 

本件では、コア・インパクトを「サプライチェーンの強化による衣料品等を通じた人々の幸福・経済の活性

化」と特定し、衣料品及び日用雑貨の販売拡大を通じて、消費者の豊かな生活の実現や零細・中小企業

を中心とする取引先を含むサプライチェーン全体に好循環の創出に取り組むことで、持続可能な社会に向

けたインパクト拡大を目指している点などを評価させていただいています。 

当行は、今後もほくようサステナブルファイナンス等を通じて環境・社会課題の解決を図るお客さまや  

プロジェクトを積極的に支援し、脱炭素社会の実現や SDGsの達成に貢献してまいります。 

※「ポジティブインパクトファイナンス評価書」および「セカンドオピニオン」は別紙をご参照ください。 
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本社所在地 札幌市中央区北 6条西 18丁目 11-12 
代 表 者 代表取締役 太田 能弘 様 
設 立 1990年 8月 
業 種 小売業(服飾雑貨・日用雑貨等) 

左：株式会社バーニッシュカンパニー 

  代表取締役 太田 能弘 様 

 

右：北洋銀行 
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北洋銀行ならびに株式会社北海道共創パートナーズは、株式会社バーニッシュカンパニー（以下、「バーニッシュカン

パニー」または「同社」）に対してポジティブインパクトファイナンス（以下、「PIF」）を実施するにあたって、同社の事業活

動が環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジティブインパクト/ネガティブインパクト）を分析・評価した。 

 この分析・評価は、国連環境計画金融イニシアチブ（UNEP FI）が提唱した PIF 原則および PIF 実施ガイド（モデ

ル・フレームワーク）、ESG 金融ハイレベル・パネルにおいてポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまとめた「インパク

トファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、北洋銀行が独自に開発した評価体系に基づいている。 
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1. 企業概要 

(1) 基本情報 

名  称 株式会社バーニッシュカンパニー 

本 社 所 在 地 
〒060-0006 

札幌市中央区北 6 条西 18 丁目 11-12 

設 立 日 1990 年 8 月 14 日 

代 表 者 代表取締役 太田 能弘 

従 業 員 199 名(2025 年 4 月現在) 

資 本 金 10 百万円 

売 上 高 2,827 百万円（2024 年 7 月期） 

事 業 内 容 

① レディースカジュアル服・服飾雑貨・日用雑貨の小売 
② 自社ブランドやセレクトショップの直営店運営 
③ フランチャイズ店舗の運営 
④ アパレル商品の卸売 
⑤ 他ブランドの販売代行や業態開発 

沿 革 

1989 年 9 月 

1990 年 8 月 

1994 年 6 月 

1998 年 3 月 

2000 年 10 月 

2007 年 7 月 

2011 年 1 月 

2012 年 4 月 

2024 年 1 月 

レディースカジュアル衣料品製造・卸売・小売事業で開業 

株式会社バーニッシュカンパニー設立 

札幌市中央区北 6 条西 18 丁目へ移転 

有限会社ガボット設立（メンズカジュアルの卸販売） 

本社屋完成 

本社屋増改築 

株式会社 en 設立 

東京事務所設立 

株式会社 en と吸収合併 

 

■本社写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 
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(2) 企業理念 

バーニッシュカンパニーは、ファッションを通じて人々の暮らしを彩り、地域社会にポジティブな影

響をもたらすことを目指している。 

 

企業理念（ミッション） 
ファッションを通じて、お客様が幸せに、素敵になっていただく 

 

経営理念（ビジョン） 
ここに集う仲間や出会ったすべての人達、バーニッシュカンパニーを 

通じてつながるみなさんが、ハッピーになること 

そして、地域社会に貢献できる存在でありたい 
 

企業理念（ミッション）には、「ファッションを通じて、お客様を幸せに、素敵になっていただく」を

掲げ、単なるファッションの販売ではなく、常にお客様とのコミュニケーションに尽力することで、深

い満足や共感といった“心が動く体験”の提供を存在意義としている。 

また、「地域社会に貢献できる存在でありたい」という経営理念（ビジョン）には、地域のニーズを理

解し、それに応えるための具体的な行動を取るという覚悟と、地域住民や関係者との信頼関係を築き、

持続可能な発展を推進する責任感が込められている。同社は、人々の笑顔と地域の活力が共鳴し合うこ

とで、持続可能な社会の実現を目指している。 

 

(3) 事業概要 

A. 事業内容 

バーニッシュカンパニーは札幌市に本社を構え、レディースカジュアルウェアを中心にさまざまな

ジャンルの衣料品・服飾雑貨の企画・販売を行っている。自社ブランド及びセレクトショップの運営、

フランチャイズ、販売代行、アパレル卸など複数の事業を展開しており、商品開発から店舗運営、流

通・販売支援に至るまで、アパレル業界のバリューチェーン全体に関わる一貫したビジネスモデルを

有している。 

 “人とのつながり”を事業活動の源泉として捉え、単に商品を販売するのではなく、「この人に会いた

い」、「この人から買いたい」と思っていただける愛されるスタッフを目指すことを大切にしており、顧

客との信頼関係を構築することを第一に考え、温かみのある接客を心がけている。 

また、顧客のニーズを捉えた最適な提案を可能とする商品知識の習得に努め、商品説明においては、

メリットとデメリットを正確に伝えることを励行し、誠実で透明性の高いコミュニケーションを実現

している。このような接客は、ブランドへの信頼と愛着を醸成し、他社にはない付加価値を提供してい

る。 
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【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 

① 自社ブランドの展開と直営店舗運営 
バーニッシュカンパニーは、レディースカジュアルウェアを中心とした自社ブランドを展開し、北

海道を中心に直営店舗を運営している。各店舗・ブランドにおいて、店頭 POP ポスター、DM、ショッ

パーデザインをはじめ、イベントの企画・制作からアプリなどの促進ツールの管理をすべて自社で完

結している。このように現場の力を最大限に活かし、地域密着型の店舗運営を実現している。 

 

 URNIS（アーニス）/ smooth（スムース） 
URNIS と smooth は、カジュアルでベーシックなスタイルに程よいトレンド感や遊び心を

加えた幅広いテイストの品揃えを特徴とする自社ブランド。顧客が自分らしいスタイルを見つ

ける楽しさを提供し、日常生活に彩りを加えることをコンセプトにしている。北海道内（札幌、

小樽、旭川、苫小牧、釧路）及び関東（横浜）に店舗を展開し、地域に根差した店舗運営を行

っている。 

日常使いのカジュアルをメインに、ナチュラル、ベーシック、アウトドア、スポーティーを

軸に 80 以上のブランドやテイストを展開している。3 世代でショッピングを楽しめる店舗づ

くりを行っている。 

 

 flatand（フラッタンド） 
flatand は、「気分が、半音あがる毎日へ」をコンセプトに、日常生活に彩りと潤いをもたら

すライフスタイルショップ。レディースウェア、アクセサリー、生活雑貨など、シンプルであ

りながら良質なアイテムを取り揃え、顧客の様々なニーズに応えている。 

札幌市内に 2 店舗（マルヤマクラス店、オーロラタウン店）を展開しており、ファッション

と雑貨を通じて、顧客の生活を豊かにすることを目指している。 

 

 Ni:SiRO（ニシロ） 
Ni:SiRO は、自然の移ろいや恵みを生活に取り入れ、自分らしいライフスタイルを確立して
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いる女性をターゲットとしたブランド。四季を楽しむナチュラルテイストの衣料品を中心に、

クオリティの高い日本製の商品やデザインを取り扱い、食品や家具なども展開するライフスタ

イルショップとして、顧客に寄り添った店舗運営を行っている。 

衣・食・住の中で自分を変え、楽しませてくれる「衣」を中心に、訪れる人が楽しめる、安

心できる、新しい発見があるライフスタイルショップとして、地域社会とのつながりを深める

ことを目指している。 

 

 Maison de Lu Clé（メゾンドルクレ） 
Maison de Lu Clé は、同質化を避け、自分らしさを大切にする大人の女性をターゲットと

したセレクトショップ。ブランド名に含まれる「Clé（鍵）」は、新たな挑戦の象徴である扉を

開ける幸運の鍵を意味し、人生の節目における一歩を踏み出す瞬間を彩るアイテムを提案して

いる。洗練されたデザインと高品質な素材を特徴とする商品を取り揃えており、顧客にとって

「記憶に残る捨てられない一着」を提供することを目指し、個性を引き立てるスタイリングを

提案している。 

 

 aimé et noué（エメエヌエ） 
aimé et noué は、「繋り」をコンセプトに、国内外のブランドを問わず、アパレルを中心と

して雑貨、ジュエリー、器、花など幅広いアイテムを独自の視点で、セレクトするショップ。

クリエイターの個性や背景にこだわり、暮らしに彩りを添える提案を行っている。落ち着いた

空間での提案型接客を重視し、入荷や季節に応じてディスプレイを変化させることで、訪れる

たびに新たな発見を提供している。ブログや SNS による情報発信にも注力しており、店舗の

世界観をより深く伝えている。 

 

 antie（アンティ） 
antie は、ANTIPAST や mina perhonen を中心に扱い、手刺繍や手染めによる素材感と天

然素材の品質を重視するセレクトショップである。職人的な技法による温度感あるアイテムや、

日常使いに適した小物を揃え、「前菜」のようにファッションの楽しみを刺激する提案を行っ

ている。また定期的な受注会や新作発表イベントを通じて、訪れるたびにブランド世界観との

特別な出会いを提供している。 

 

 enbouquet（エンブーケ） 
enbouquet は、旭川市内に展開する提案型のセレクトショップ。花束を意味する店名にち

なみ、多様なブランドや年代が“花束のように”調和する空間を創出している。天然素材やクリ

エイター作品を扱い、上質で生活に寄り添う服や雑貨を中心に取り揃えている。定期的な受注

会やポップアップイベントを開催しており、訪れるたびに新たな出会いを提供している。 



ポジティブインパクトファイナンス評価書 
 

 

 

8/28 
 
 

 Hajouter 釧路店（アジュテ釧路店） 
Hajouter 釧路店は、レディスファッションやコスメ、アクセサリー、ライフスタイル雑貨

など多彩な商品を取り扱うセレクトショップである。日常使いに適した衣料品やギフト向けの

ブランケットやコスメなど、幅広いニーズに応えるアイテムを揃えており、世界各国から厳選

したブランドをセレクトしている。自分らしいライフスタイルを楽しむ女性のためのトータル

ショップである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 

② 販売代行・フランチャイジー 
バーニッシュカンパニーは、コンセプトに共感したパートナー企業と協力し、北海道エリアでの販

売代行・フランチャイジーの店舗展開を進めている。販売代行やフランチャイズを通じて、刺激となる

ような目線を取り入れ、顧客層の獲得を図り、地域のファッション文化の発展に寄与している。 

 

③ アパレル卸事業 
バーニッシュカンパニーは、自社で取り扱うブランド商品の卸売事業を展開している。全国のアパ

レル専門店や雑貨店などと積極的にコミュニケーションを図り、各ブランドのトレンドをいち早くキ

ャッチして、その情報を活かした商品を提供している。 

 また近年ではアパレル専門店に限らず、書店、コンビニエンスストアなど異業種との取引も行って

おり、ターゲット層や商品の流通の違いなど新しい発見を得ている。 
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B. ビジネスモデル 

バーニッシュカンパニーのビジネス俯瞰図とバリューチェーンは、以下の図で示される。 
 

■ビジネス俯瞰図 

 
【出所:バーニッシュカンパニーへのヒアリングにより HKP 作成】 

 

■バリューチェーン 

 

 

 

 

 

 

【出所:バーニッシュカンパニーへのヒアリングにより HKP 作成】 

(4) サステナビリティ方針と活動 

A. サステナビリティ方針 

バーニッシュカンパニーは、「経営理念」と「経営ビジョン」に基づく企業活動を通じて、全てのス

テークホルダーと地域社会・環境の持続的発展に貢献するとともに、中⾧期的な企業価値の向上と持

続的経営の実現を図るべく「サステナビリティ経営方針」を策定した。脱炭素社会の実現に向けた環

境問題、人口減少・少子高齢化等の社会課題、企業の社会的責任に対する重要性の高まり等を踏まえ、

①「心と心がつながる顧客体験の提供」②「環境配慮・エコ活動の推進」③「サステナブルな商品流

通の促進」④「イキイキとした働きがいの創出」⑤「IT・DX の推進による業務効率化」⑥「リスクマ

ネジメントの強化」の６つを重要課題とし、それに紐づく取り組み内容に目標・ＫＰＩを定め、サス

テナビリティ経営の実現に向けた取り組みを推進している。 

 

 

 
全般管理 ： 総務、財務、法務 

人材管理 ： 人事、労務 

研究開発 ： IT、開発、企画 
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【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 
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B. サステナビリティ活動                            
(a) 環境面 

 マイバッグの利用促進                 
バーニッシュカンパニーは、環境負荷の低減を目的としてマイバッグの利用を推進している。

ショッピングバッグの辞退を申し出た BURNISH MEMBERS CARD 会員に対して、10 ポイン
ト（＝10 円分）を付与する「エコポイント」を導入している。この取り組みにより、使い捨て
のショッピングバッグの使用削減を図っている。 

 
 

 
 

 
【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 

 
 環境に配慮した素材の使用と修理対応による⾧期利用促進 

バーニッシュカンパニーは、製品における素材選定においても環境負荷の低減を意識し、エ
コフレンドリーな素材（天然繊維）を積極的に取り入れている。 
 また、製品の⾧期利用を促進する取り組みとして、お客様からの依頼を受け付け、修理対応
を行う体制を整備している。単に新しい商品を販売するだけでなく、ひとつの衣服を⾧く使い
続けるための支援を行うことで、廃棄物削減と資源循環への貢献を図っている。 

バーニッシュカンパニーでは、製品の素材・製造・利用の各段階において環境への配慮を徹
底し、持続可能な社会の実現に貢献している。 

 
 軽微な製造不良品やディスプレイ商品（メーカー試作品）の販売促進 

バーニッシュカンパニーでは、製品の廃棄物削減と資源の有効活用を目的に、軽微な製造不
良品やディスプレイ使用品、試作サンプル品などの販売促進に取り組んでいる。例えば、糸の
ほつれや細かな傷・汚れなど、使用に支障がない商品を適正な価格で販売することで、廃棄を
回避しながらお客様にも新たな選択肢を提供している。これらの活動は、ファッション業界に
おける過剰廃棄の課題に対する実践的なアプローチであり、環境負荷の低減と循環型社会の実
現に寄与している。 

 
 

(b)社会面 
 地域特性に合わせた商品開発 

バーニッシュカンパニーは、各地域の気候や生活スタイルに寄り添った商品とデザインを提
供し、顧客の多様なニーズに応える取り組みを行っている。たとえば、札幌市内では、公共交
通機関を利用する人々や車通勤者が多いという地域特性を踏まえ、電車やバスの乗り降りがし
やすい着脱性の高いアウターや、動きやすさを重視した軽量衣類を展開している。一方、車通
勤が一般的な地方店舗では、運転時の快適性を損なわない薄手で防寒性の高いアイテムや、座
った際にシワになりにくい素材を使用した衣類が中心である。また、北見や釧路では、お客様
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からメンズ・ユニセックスサイズの商品の要望に応え、メンズサイズコーナーを常設している。 
さらに、釧路のような寒冷地では、年間を通じて寒さを感じる日が多い気候を考慮し、薄手

のパーカーや軽量かつ保温性に優れたインナー
を常時取り揃えている。これらの商品は地域住民
にとって欠かせないアイテムとなっており、北海
道店舗と本州店舗では気候の違いを踏まえ、秋物
や春物の展開時期を調整するなど、タイミングに
も配慮した工夫がなされている。また、気候だけ
でなく、地域の生活スタイルや文化的嗜好にも目
を向け、寒さをしのぐ機能性だけでなく、日常の
コーディネートに取り入れやすいデザイン性に
も注力している。 

このように、地域特性に応じたデザインや商品
展開は単なる気候への対応にとどまらず、地域ご
とのライフスタイルや顧客が本当に求めている
価値を深く理解し、それを形にする取り組みの一環である。それぞれの地域で暮らす人々の日
常に寄り添い、生活をより快適にする提案を行うことで、地域ごとに異なるニーズに応えると
同時に、ブランド全体の信頼性と魅力を高めている。 

 
 スタッフ間、部門間のコミュニケーション強化 

バーニッシュカンパニーでは、スタッフ間および部門間の円滑なコミュニケーションを重要
視しており、お花見やキャンプ・新年会といったスタッフ主体の社内イベントを通じて、店舗
間や本社との距離を縮める取り組みを実施している。 

イベントの企画段階でスタッフが役割を分担し、リーダーシップや調整力を発揮することで、
互いの強みを理解し合う機会を増やしている。顔が見える関係性を築くことで、意見交換や情
報共有が活発化し、業務効率の向上にもつながっている。このような社内イベントを通じて、
組織全体の結束力を高めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 
 
 
 

 

【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 



ポジティブインパクトファイナンス評価書 
 

 

 

13/28 
 
 

 従業員のモチベーションアップ 
バーニッシュカンパニーでは、売上に関わる表彰のほかに従業員の努力や成果を正当に評価

する成⾧賞やサポート賞といった数多くの表彰制度を設けている。本制度は、売上や業績とい
った数値だけでなく、日々の小さな気づきや行動、お客様との関わり方など、目に見えにくい
価値ある貢献を積極的に称えるものであり、スタッフ一人ひとりの前向きな行動を後押しして
いる。また、店舗間での勉強会も定期的に開催されており、知識や工夫の共有を通じて互いに
刺激を与え合いながら成⾧できる風土が根付いている。このような取り組みにより、働きがい
のある職場づくりと持続的なモチベーションの向上を実現している。 

 

 働きやすい職場環境 
バーニッシュカンパニーでは、従業員の生活と仕事の両立を支えるため、幅広い福利厚生制

度を整備している。社員割引制度や商品付与制度、美容・リラクゼーションの提携割引により、
日常的な働きやすさと従業員満足度を高めているほか、リフレッシュ休暇制度や特別休暇、育
児・介護休暇の付与により、ライフステージに応じた柔軟な働き方を実現している。さらに、
正社員登用制度や研修制度、キャリア支援体制を充実させることで、従業員一人ひとりの成⾧
を支援するとともに、安心して働ける環境づくりに取り組んでいる。 

 

 

(c)経済・ガンバナンス面 
 独自のブランド開発、ショップ開発 

 バーニッシュカンパニーは、自社独自のブランドや業態の開発を通じて、多様な顧客ニーズ
に応える店舗展開を行っている。各店舗では現場スタッフのアイディアや感性を生かした商品
企画・販促が行われており、地域ごとの特性に合った価値提供がなされている。地域における
店舗展開は地場の中小企業の事業機会の創出となり、地域経済の活性化に寄与している。 
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2. インパクトの特定 

（1） バリューチェーン分析 

インパクトの特定のためバリューチェーン分析を行った。具体的な手法として、バリューチェーン(主活動・
支援活動)における環境、社会、経済の側面から与える影響について、同社のサステナビリティ活動を切口に
分析を行った。 

 
 バリューチェーンと ESG 要素 

活動 環境、社会、経済に与える活動 

主
活
動 

商品開発 【環境】 
 エシカルファッションの採用 
 お客様ニーズとサステナブルな素材のバランスを重視した開発 

（オーガニックコットンやリサイクル素材） 
 タグや副資材へのエコ素材の利用（今後の取り組み） 
【社会】 
 デザインプロセスにおける多様性の尊重 
 地域特性に合わせた商品開発 
【経済・ガバナンス】 
 独自のブランド開発、ショップ開発 

仕入 【環境】 
 環境に優しいサプライヤーの選定（今後の取り組み） 
 環境に配慮した素材を使用した商品の仕入れ 
 適量仕入のさらなる促進 
 工程の見直しによる物流の最適化 
【社会】 
 サプライヤーの労働環境や人権の確認（今後の取り組み） 

卸売 【環境】 
 物流パートナーの選定基準における持続可能性の考慮 
 効率的な輸送手段の選定（電動車両や効率的なルート計画） 
 工程見直しによる物流の最適化 
 包装資材の再利用による廃棄物の抑制 
【社会】 
 小規模店舗の支援 

小売 

【環境】 
 自社店舗の省エネルギー化 
 包装資材の再利用による廃棄物の抑制 
 複数購入の促進による包装資材の削減 
 不良在庫の有効活用 
 マイバッグの利用促進 
 環境に配慮したショッピングバッグへの切り替え（今後の取り組み） 
 商品の⾧期利用促進と情報発信 
  
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【社会】 
 自社の直営店による、質の高いサービスの提供 
 お客様の声に基づいたサービス向上 
 地元コミュニティとの連携 
【経済・ガバナンス】 
 販路拡大（EC・インバウンド） 
 販売力・接客力の強化 
 商品・スタイリング提案力の向上 

アフター 

サービス 

【環境】 
 返品処理における環境への配慮（再利用・リサイクル） 
 修理業者との連携強化による、商品の⾧期利用促進 
【社会】 
 顧客の興味や嗜好を把握した商品提案 
 顧客からのフィードバックを重視した製品・サービスの改善 
 倫理的な広告戦略を活用した消費者への正しい情報提供 

支
援
活
動 

全般管理 

人事管理 

その他 

【環境】 
 請求書を含むペーパーレス化の進展 
 省エネの取り組み（LED 化・節電等） 
【社会】 
 多様な働き方を推進する制度改正 
 採用間口の拡大 
 従業員表彰制度の導入（永年勤続表彰・個人売上賞・新人賞・成⾧賞他） 
 スタッフ（地元人材）の積極採用 
 介護、育児休暇の取得促進 
 健康相談、メンタルヘルス環境の充実化 
 女性社員の積極採用、管理職登用 
 有給休暇・⾧期休暇の取得率向上 
 外部講師活用による効果的な研修の実施 
 社員が参加する地域のボランティア活動の企画 
 商業施設における SDGs の取り組みへの積極的な参加 
 スタッフ間・部門間コミュニケーションの強化 
 人事評価制度、育成制度のブラッシュアップ（今後の取り組み） 
 勤怠管理システム導入による労働時間管理の徹底（今後の取り組み） 
 福利厚生の充実と HP 刷新による社内外への PR（今後の取り組み） 
 資格取得推奨制度の整備（今後の取り組み） 
【経済・ガバナンス】 
 情報漏洩リスクに対する予防 
 コンプライアンス・情報管理体制の強化 
 ハラスメントの撲滅 
 顧客管理業務における IT 化・DX の推進 
 ESG 経営、非財務情報開示の強化（今後の取り組み） 
 BCP 対応（計画策定、安否確認アプリの導入等）（今後の取り組み） 

【出所:バーニッシュカンパニーへのヒアリングにより HKP 作成】 
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（2） インパクトレーダーによるマッピング 

バリューチェーン分析に基づき特定したインパクトを整理することに加え、UNEP FI が提供するインパク
トレーダーによるマッピングを行う。 

バリューチェーンにおける事業を国際標準産業分類にて、同社の事業を「専門店による衣料、履物及び革
製品小売業(業種コード:4771)」、「織物、衣料及び履物卸売業(業種コード:4641)」、川上の事業を「衣服
製造業(業種コード:1410)」、川下の事業を「専門店による衣料、履物及び革製品小売業(業種コード:4771)」
と特定した。 

マッピング手法は、UNEP FI のインパクトレーダーによるポジティブインパクト(PI)及びネガティブイン
パクト(NI)とバリューチェーン分析の結果により整理していく。 

 

A. 川上の事業(衣服製造業) 
バーニッシュカンパニーは、環境配慮型の素材選定を通して、衣服の製造工程の環境負荷低減に貢献

していることから「気候の安定性」の NI 低減を特定した。 
 

B. 同社の事業(専門店による衣料、履物及び革製品小売業、織物、衣料及び履物卸売業) 
 従業員の健康相談やメンタルヘルス環境の充実化をはじめとし、有給休暇・⾧期休暇の取得率向上にも

努めていることから「健康および安全性」の NI 低減を特定した。 
 地元人材・女性社員の積極採用や女性管理職の登用、成果や貢献度を適正に評価する表彰制度を数多く

設けていることから「雇用」「賃金」の PI 増大を特定した。 
 独自のブランド開発やショップ開発、さらには地域特性に合わせた商品開発を行っている。このような

拡販を通じて、関連企業の繁栄につながることから「零細・中小企業の繁栄」の PI 増大を特定した。 
 直営店舗の照明 LED 化や卸売りにおけるルートの最適化、環境配慮型の物流パートナーの選定を行っ

ていることから「気候の安定性」の NI の低減を特定した。 
 環境配慮型の素材選定や適量仕入れなど、自社での取り組みに加え、マイバッグ利用の推進を通じて消

費者を巻き込みながら環境負荷の低減に貢献している。さらに修理対応による商品の⾧期利用の促進や、
再利用・リサイクルを推進していることから「廃棄物」の NI 低減を特定した。 

 なお、インパクトレーダーでは「健康および安全性」への PI と、「社会的保護」、「水域」、「大気」、「生
物種」、「生息地」への NI がマッピングされているが、同社の事業とは関連性が薄く、インパクトとし
て特定していない。 

 
C. 川下の事業(専門店による衣料、履物及び革製品小売業) 

   川下の事業におけるインパクトについては、同社の事業が与える影響が僅少であり、特定していない。 
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＜同社の事業が与えるインパクトのマッピング(UNEP FI インパクトレーダー)＞ 

下図によりマッピング内容を可視化した。インパクトカテゴリのうち、黄色塗りされた箇所はバ 
リューチェーン分析により特定されたカテゴリである。また、各事業において想定される PI 及び NI を
インパクトレーダーから抽出している。  
 

 

川上の事業 当社の事業 当社の事業 川下の事業

衣服製造業
専門店による衣料、履物及

び皮革製品小売業
織物、衣料及び履物卸売業

専門店による衣料、履物及
び皮革製品小売業

1410 4771 4641 4771
三側面 インパクトエリア インパクトトピック PI NI PI NI PI NI PI NI

紛争
現代奴隷 ●●
児童労働 ●●

データプライバシー
自然災害

健康および安全性 - ● ●● ● ● ● ● ● ●
水 ●●

食糧
エネルギー

住居
健康と衛生

教育
移動手段

情報
コネクティビティ

文化と伝統
ファイナンス

雇用 ● ● ● ●
賃金 ● ●● ● ● ●

社会的保護 ● ● ● ●
ジェンダー平等 ●●
民族・人種平等

年齢差別
その他の社会的弱者 ●●

法の支配
市民的自由
セクターの多様性
零細・中小企業の繁栄 ● ●● ● ●●

インフラ
経済収束

気候の安定性 ● ●
水域 ●● ●
大気 ● ●
土壌
生物種 ●
生息地 ●
資源強度 ●●
廃棄物 ●● ● ● ●

社会

人格と人の
安全保障

資源とサービスの
入手可能性、

アクセス可能性、
手頃さ、品質

生計

平等と正義

バリューチェーン
業種

（国際標準産業分類）
【コード】

●●:主要なカテゴリ、●:関連のあるカテゴリ
■:PIの増大またはNIの低減に係る箇所

社会経済

強固な制度、
平和、安定

健全な経済

自然環境
生物多様性と

生態系

サーキュラリティ



ポジティブインパクトファイナンス評価書 
 

 

 

18/28 
 
 

（3） インパクトニーズの確認 

A. インパクトカテゴリと SDGs(およびサステナビリティ方針)の関連性 
下図によりインパクトカテゴリと SDGs の関連性を以下の通り可視化した。バリューチェーン分析

(サプライチェーン及び管理部門)とインパクトレーダーによるマッピングを通じ、取り組み内容を網羅
的に整理している。 

 
（a） サプライチェーンでのマッピング 

（b） 管理部門でのマッピング 
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（c） バーニッシュカンパニーのインパクト 
以下ロジックモデルを基に、バーニッシュカンパニーのインパクトを整理する。六つの資本(①財

務、②製造、③知的、④人的、⑤社会・関係、⑥自然)の投下により事業を行い、アウトプットとし
て①サプライチェーン全体の売上向上、店舗数拡大②資源使用料の抑制③定着率・有休取得率の向
上④多様な人材の活躍等が創造され、アウトカムとして①サプライチェーン全体の安定・拡大➁環
境負荷の低減とコスト最適化➂従業員の働き甲斐・満足度向上④生産性の向上、健康維持、採用力
強化、インパクトとして①サプライチェーンの強化による衣料品等を通じた人々の幸福・経済の活
性化への貢献②環境配慮・エコ活動の推進③生き生きとした職場づくりの推進がもたらされる。 
ここで言及するインパクトとは、環境/社会/経済に与える変化もしくはアウトカムそのものと定義
する。なお、特定されたインパクトは重要課題と整合している。 

また、インパクトのうち、事業別の売上構成、ビジネスモデル及びインパクトレーダーによるマ
ッピング結果から、より重要なものとしてコア・インパクトを特定する。 

 
＜ロジックモデルによる整理＞ 

 
 

 
・インプットの内容(六つの資本)の概要 

① 財務資本:安定したキャッシュフロー創出による経営資源への分配 
② 製造資本:直営店及びフランチャイズ店舗 
③ 知的資本:業務開発や販促設計、SNS 運営、ブランド戦略 
④ 人的資本:業務開発、販促設計、店⾧、ブランド戦略など豊富な経験を持つ人材 
⑤ 社会・関係資本: 販売代行、フランチャイズ、卸先とのネットワーク、取引基盤 
⑥ 自然資本:事業活動を通じた地球環境との共生 
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＜インパクトの整理＞ 
 サプライチェーンの強化による衣料品等を通じた人々の幸福・経済の活性化への貢献 

:コア・インパクト 

バーニッシュカンパニーは、衣料品及び日用雑貨の販売拡大を通じて、サプライチェーン
全体の経済活性化に寄与している。製品の製造を委託している縫製業者や加工業者に対して、
安定的な発注を通じて売上向上に貢献しており、継続的な取引関係の構築にもつながってい
る。また、全国的な卸先小売店や異業種との協業による販路拡大により、卸売先にとっても
販売機会の増加と収益基盤の強化が期待される。こうした活動を通じて、地域のコミュニテ
ィや働く人々の幸福度向上にも寄与しており、自社だけでなく、零細・中小企業を中心とす
る取引先を含むサプライチェーン全体に好循環を生み出していることからコア・インパクト
に特定する。 

 
 環境配慮・エコ活動の推進 

バーニッシュカンパニーでは、マイバッグ持参者へのエコポイント付与により、店舗での
ショッピングバッグの使用削減取り組んでいる。お客様のマイバッグ利用率が高まることで、
店舗の使い捨てショッピングバッグの使用量が削減され、資材の廃棄を抑制することが可能
となる。また全店舗で使用するショッピングバッグについては、古紙や植物性インキを使用
した環境配慮型製品の導入を進めている。現時点では導入店舗は一部に限られており、導入
済みの店舗でも通常サイズのみの取り扱いとなっているが、今後は全サイズへの対応と全店
舗への段階的な導入を計画している。こうした行動変容の積み重ねは、事業活動に伴う廃棄
物の総量削減だけでなく、原材料使用や輸送にかかる環境負荷の低減にもつながる。これら
のことから、インパクトとして特定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:バーニッシュカンパニー提供資料】 

 生き生きとした職場づくりの推進 
 バーニッシュカンパニーでは、すべての従業員が自分らしく働き続けられる職場づくりに
力を入れている。多様なライフスタイルに対応できる柔軟な勤務制度や、介護・育児との両
立支援に加え、心身の健康を支えるための健康相談体制やメンタルヘルス支援などの福利厚
生の充実を進めている。有給休暇の取得率については、全国の卸売・小売業全体が約
60.6％である中、同社ではこれを上回る 80％以上の取得を目標としており、その実現に向
けて、店舗間で柔軟にシフト調整ができる仕組みづくりに取り組んでいく方針である。ま
た、入社 1 年以内の定着率向上を目指し、スタッフ一人ひとりの気配りや日々の努力にし
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っかりと目を向け、「見えるかたちで認める」風土の醸成を図っていく。これらの取り組み
は従業員の心身の健康、組織の生産性、企業の持続成⾧を実現するためには不可欠であるこ
とから、インパクトとして特定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:厚生労働省 「令和６年就労条件総合調査」】 
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B. 日本におけるインパクトニーズ 
下図は、「SDGs インデックス＆ダッシュボード 2025」を参照したものであり、SDGs の 17 の目標

別に日本の達成度を表している。「緑は目標達成」、「黄は課題が残っている」、「橙は重要な課題が残って
いる」、「赤は主要な課題が残っている」としている。 

バーニッシュカンパニーのインパクトに対する SDGs のゴールは「3,8,9,12」であり、日本のインパ
クトニーズに概ね整合していると判断できる。とりわけ「12」は主要な課題が残っているもの、「9」は
重要な課題が残っているもの、「8」は課題が残っているものであり、特定されたインパクトは有意義で
ある。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:SDSN】 

 

:バーニッシュカンパニーのインパクトに関連するゴール 
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C. 北海道におけるインパクトニーズ 
バーニッシュカンパニーの主な事業エリアである北海道は、「北海道 SDGs 未来都市計画」を策定し

ており、SDGs のゴールとそれに紐づく KPI を設定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2025～2027)」】 
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北海道 SDGs 未来都市計画において、「2030 年のあるべき姿」の実現に向けた、特に優先的に取り組む
べき課題が共有されている。加えて北海道総合政策部計画局推進課による「北海道 SDGs 推進ビジョン」
においても北海道の課題が整理されている。今回特定したインパクトに対する SDGs のゴールは、これら
とも概ね整合しており、北海道においても重要度が高いものと判断できる。 

【出所:北海道「北海道 SDGs 未来都市計画(2025～2027)」】 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:北海道総合政策部計画局推進課「北海道 SDGs 推進ビジョン」】 
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（4） 北洋銀行グループが認識する社会課題との整合性 

北洋銀行グループは、「お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日をきりひ
らく」という経営理念と行動規範に基づく企業活動を通じて、全てのステークホルダーと地域社会・環
境の持続的発展に貢献するとともに、当行グループの中⾧期的な企業価値の向上と持続的経営の実現に
努めることをサステナビリティ方針として掲げている。 

本評価書で特定したバーニッシュカンパニーのインパクトは、北洋銀行のサステナビリティ方針と全
体的に整合的である。とりわけ、ESG 取組方針の「１．環境方針」「２．社会貢献方針」、SDGs に係る
重点テーマの「１．お客様との共通価値の創造」「２．環境保全」「５．ダイバーシティ」及び環境・社
会に配慮した投融資方針の「１．環境・社会にポジティブな影響を与えると考えられる事業に対する取
組方針」に整合している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【出所:北洋銀行提供】 
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3. インパクトの評価 
特定されたインパクトに対し、インパクトの種類(PI(ポジティブインパクト)の創出可能性、NI(ネガ

ティブインパクト)の低減・管理)、インパクトカテゴリ、関連する SDGs、内容・対応方針及び目標と
KPI を整理する。 

 

① サプライチェーンの強化による衣料品等を通じた人々の幸福・経済の活性化への貢献 

:コア・インパクト 

イ ン パ ク ト の 種 類 社会的側面、経済的側面において PI を増大 

イ ン パ ク ト エ リ ア 
(インパクトトピック) 

PI:健康及び安全性、健全な経済（零細・中小企業の繁栄） 

関 連 す る S D G s  
 

取 り 組 み 内 容 
➀ 地域特性に合わせ、生活をより快適にする商品（衣料品・日用雑貨）の企

画・販売拡大を通じた、零細・中小企業を中心とするサプライチェーンの
強化 

目 標 ・ K P I 
① 2030 年度までに年間売上高を 4,000 百万円とする       

（2024 年 7 月期実績:2,827 百万円） 

 
② 環境配慮・エコ活動の推進 

イ ン パ ク ト の 種 類 環境的側面において NI を低減 

イ ン パ ク ト エ リ ア 
(インパクトトピック) 

NI:サーキュラリティ（廃棄物） 

関 連 す る S D G s  
 

取 り 組 み 内 容 

① 古紙や植物性インキ等を使用した環境配慮型ショッピングバッグへの
積極切替 

② マイバッグ持参者へのエコポイント付与等を通じたマイバッグの利用
促進 

目 標 ・ K P I 

➀ 2030 年度までに全店舗で使用するショッピングバッグを環境に配慮
した素材へ切り替える（2024 年度実績:0 店舗） 

② 2028 年度までにエコポイント利用率（マイバッグ利用率）を 30％ 
以上にする  
(2024 年度実績:14.9％)(2029 年度以降の目標は改めて設定する） 
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➂ 生き生きとした職場づくりの推進 

イ ン パ ク ト の 種 類 社会的側面において PI を増大、NI を低減 

イ ン パ ク ト エ リ ア 
(インパクトトピック) 

PI:生計（雇用） 

NI:健康および安全性 

関 連 す る S D G s  
 
 

取 り 組 み 内 容 

① 人事評価制度、育成制度のブラッシュアップ等を通じた従業員エンゲージ
メントの向上 

② 適正人員による店舗運営とシフト協力体制によるワークライフバランス
の充実 

目 標 ・ K P I 

➀ 2028 年度までに入社 1 年以内の定着率を 90％以上とする    
(2024 年度実績:69％)(2029 年度以降の目標は改めて設定する) 

➁ 2030 年度までに有給休暇の平均取得率を 80％以上とする 
(2024 年度実績:36％) 

 

 

4. インパクトのモニタリング 
バーニッシュカンパニーは、代表取締役を最高責任者として主要事業の棚卸を行い、インパクトの特

定、取り組み内容・対応方針や目標・KPI を設定した。 
本件で設定した目標・KPI の進捗状況については、バーニッシュカンパニーと北洋銀行及び株式会社

北海道共創パートナーズが少なくとも年に 1 回は定期的に情報共有を行い、北洋銀行がその達成状況
や課題をモニタリングするとともに、必要に応じて課題解決に向けた提案を行う。 

 
 

5. 情報開示 
モニタリング関連の情報開示は、北洋銀行および株式会社北海道共創パートナーズが定める「コミュニケ

ーションサポートシート」もしくはその内容に準拠するものを活用し、北洋銀行または株式会社北海道

共創パートナーズのホームページにて行うこととする。 
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留意事項 

１． 本評価書の内容は、北洋銀行ならびに株式会社北海道共創パートナーズが現時点で入手可能な公開情報

に加え、バーニッシュカンパニーから提供された情報や同社への事業に関するヒアリングを通じて収集した情報に

基づいて、現時点での状況を評価したものであり、将来における実現可能性、ポジティブ要素の成果及びネガテ

ィブ要素の抑制等を保証するものではありません。 

２． 本評価を作成するために活用した情報は、北洋銀行ならびに株式会社北海道共創パートナーズがその裁量に

より信頼できると判断したものではあるものの、これらの情報の正確性等について独自に検証しているわけではあ

りません。北洋銀行ならびに株式会社北海道共創パートナーズは、これらの情報の正確性、適時性、網羅性、

完全性及び特定目的への適合性その他一切の事項について、明示・黙示を問わず、何ら表明または保証する

ものではありません。 

３． 本評価書に関する一切の権利は北洋銀行ならびに株式会社北海道共創パートナーズに帰属します。評価書

の全部または一部を自己使用の目的を超えての使用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 
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北洋銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025 年 7 月 31 日 

 

株式会社バーニッシュカンパニー サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト:左近充 直人 
 

格付投資情報センター（R&I）は北洋銀行がバーニッシュカンパニーに対して実施するポジティブインパクトファイ
ナンスについて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）
に適合していることを確認した。 

R&I は別途、北洋銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る1。今回のファイナンスに関して北洋銀行および北海道共創パートナーズの調査資料の閲覧と担当者への質問
を実施し、実施体制の業務プロセスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

北洋銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社バーニッシュカンパニー 

所在地 北海道札幌市 

設立 1990 年 8 月 

資本金 10 百万円 

事業内容 ① レディースカジュアル服・服飾雑貨・日用雑貨の小売 

② 自社ブランドやセレクトショップの直営店運営 

③ フランチャイズ店舗の運営 

④ アパレル商品の卸売 

⑤ 他ブランドの販売代行や業態開発 

売上高 2,827 百万円 (2024 年 7 月期) 

社員数 199 名 (2025 年 4 月時点) 

 

(2) インパクトの特定 

北洋銀行および北海道共創パートナーズは対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリ
ューチェーンの各段階において発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてイ
ンパクトニーズを確認した。また、当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性につ
いて、持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

北洋銀行および北海道共創パートナーズは特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整
理して KPI を設定した。ポジティブインパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。ま
た、北洋銀行が掲げる重点課題（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 
12022 年 9 月 28 日付セカンドオピニオン「北洋銀行 ポジティブインパクトファイナンス実施体制」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2022/09/news_release_suf_20220928_jpn_3.pdf  
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① サプライチェーンの強化による衣料品等を通じた人々の幸福・経済の活性化への貢献 

インパクトの種類 社会的側面、経済的側面においてポジティブインパクトを増大 

インパクトエリア 「健康および安全性」「健全な経済（零細・中小企業の繁栄）」 

関連する SDGs  
 
 

内容・対応方針 ① 地域特性に合わせ、生活をより快適にする商品（衣料品・日用雑貨）の企画・販

売拡大を通じた、零細・中小企業を中心とするサプライチェーンの強化 

目標と KPI 
① 2030 年度までに年間売上高を 4,000 百万円とする       

（2024 年 7 月期実績：2,827 百万円） 

 

② 環境配慮・エコ活動の推進 

インパクトの種類 環境的側面においてネガティブインパクトを低減 

インパクトエリア 「サーキュラリティ（廃棄物）」 

関連する SDGs  
 

 

内容・対応方針 ① 古紙や植物性インキ等を使用した環境配慮型ショッピングバッグへの積極切替 

② マイバッグ持参者へのエコポイント付与等を通じたマイバッグの利用促進 

目標と KPI ① 2030 年度までに全店舗で使用するショッピングバッグを環境に配慮した素材へ

切り替える（2024 年度実績：0 店舗） 

② 2028 年度までにエコポイント利用率（マイバッグ利用率）を 30%以上にする  

(2024 年度実績：14.9%)(2029 年度以降の目標は改めて設定する） 

 

③ 生き生きとした職場づくりの推進   

インパクトの種類 社会的側面においてポジティブインパクトを増大、ネガティブインパクトを低減 

インパクトエリア 「生計（雇用）」「健康および安全性」 

関連する SDGs  
 
 

内容・対応方針 ① 人事評価制度、育成制度のブラッシュアップ等を通じた従業員エンゲージメントの

向上  

② 適正人員による店舗運営とシフト協力体制によるワークライフバランスの充実 

目標と KPI 

① 2028 年度までに入社 1 年以内の定着率を 90%以上とする    

(2024 年度実績：69%)(2029 年度以降の目標は改めて設定する) 

② 2030 年度までに有給休暇の平均取得率を 80%以上とする 

(2024 年度実績：36%) 

 

(4) モニタリング 

北洋銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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